
  

 

・給食費        ４，４００円 

・くりかえし漢字ドリル   ３５０円 

・漢字の力だめし       ６０円 

・方眼式計算ドリル     ３５０円 

・ＰＴＡ会費        ２００円 

・引き落とし手数料      １０円 

   

合  計       ５，３７０円 

 

※ ５日（金）に引き落とします。口座残高を

お確かめいただき、お早目の入金をお願いし

ます。 

※ 手数料が１０円かかります。 

 

                                 

 

  

  

  

冬冬休休みみががややっっててききまますす。。    
先日はお忙しい中、個人懇談会にお越しいただき、ありがとうございました。今回お話し

させていただいた内容を、３学期の子どもたちへの支援に生かしていきたいと思います。貴

重なお時間を本当にありがとうございました。 

さて、いよいよ子どもたちが待ちに待った冬休みです。冬休みは短い期間ではありますが、

クリスマスや大掃除、大みそか、お正月など、イベントがたくさんあります。計画的に学習

することに加え、家族の一員として進んで手伝いができるように、ご家庭でも声を掛けてい

ただけたらと思います。今年も様々な場面でご支援・ご協力をいただきありがとうございま

した。卒業に向け、来年も引き続きよろしくお願いします。 
  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 必ず提出するもの 

 〇 冬の生活  

  計画的に取り組むことができるように

ご支援をお願いします。 
 

・ 図画工作 P．２３「スチロールスタ 

ンプでカードを飾ろう！」 

・ 書き初め P．２９「夢の実現」（３枚 

用紙をお渡しします。） 
 
  

〇 保健「歯みがきカレンダー」  

 

☆ 自由課題 

 〇 ドリル、ナビマを使った復習 

〇 タブレットを利用した学習 

〇 社会科の調べ学習、理科の自由研究 

                 など 

冬休みの課題について １月の集金について 

令和５年度 ６年生学年だより 名名古古屋屋市市立立稲稲永永小小学学校校  

令令和和５５年年１１２２月月２２１１日日（（木木））発発行行  

冬冬休休みみ号号  

３学期の始業式について 

［始業式］１月９日（火）【分団登校】    

【持ち物】 筆記用具、連絡帳、上ぐつ、 

体育館シューズ、防災頭きん、道具箱、 

冬の生活、歯みがきカレンダ―、タブレット 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年末年始は、子どもたちがお金を持つことが多くなります。有意義 

なお金の使い方を覚えるよい機会だと思います。しかし、子どもたち 

だけでたくさんのお金を持って遊びに出掛けることは大変危険です。 

学校でも指導しましたが、トラブルに巻き込まれないためにも、子ど 

もたちだけで大型ショッピングセンター、カラオケなどに出掛けるこ 

と、また、お金やゲーム機等の貸し借りがないようにご家庭でもご指 

導ください。さらに、携帯電話、スマートフォン、ゲーム機などの利 

用について、トラブルにならないよう、ルールやマナーを再度確認し、 

必ず守るようにご家庭でもご確認ください。詳細につきましては、子 

どもたちに配布した「冬休みのくらし」をお読みください。 

 

＜喫煙防止教室＞ 

 １１月３０日（木）大学教授の出口先

生をお招きし、た 

ばこに含まれる有 

害物質や喫煙によ 

る健康被害に関す 

る科学的知識につ 

いて学びました。 

１月始めの予定について 

 ９日（火） 始業式 ３時間授業（給食なし） １１時３５分ごろ下校 

１０日（水） ３時間授業（給食なし） １１時３５分ごろ下校 

１１日（木） 通常授業開始 給食開始 身体測定 

 

 

 

３学期の主な予定について 

１月２３日（火） 校外学習（リトルワールド）※ 詳細は後日しおりでお知らせします。 

１月２４日（水） 避難訓練 

２月６日（火）～８日（木） 稲永Week          

２月１６日（金） 交通安全感謝の会 港南中学校体験（スクールランチ試食会） 

２月２２日（木） 授業参観（５限）・学級懇談会（６限） 

３月１５日（金） 卒業生を祝う会 

３月１９日（火） 卒業式 

 

 

＜平和学習教室＞ 

 １２月１５日（金）講師の中上さんから 

長崎で暮らしていた 

家族の被爆体験につ 

いてのお話を聞きま 

した。真剣に話を聞 

く子どもたちの姿が 

印象的でした。 

 


